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１． 研究計画の概要 

 本研究は、文献史料が乏しくそのため従来
研究が困難であった、50 年に及ぶ植民地時期
から戦後への台湾社会の転換期について、日
本語世代台湾人からの聞き書きに基づき、口
述歴史（オーラルヒストリー）の手法を用い
て検討しようとするものである。そのため、
本研究では参加者による聞き書きとその原
稿起こしが主たる作業になる。対象者は、台
湾大学医学部出身の医師、詩人、林業専門家、
宗教家などあるいは女性、原住民が含まれ、
医師も栄養学、ハンセン病、マラリア研究な
ど多様である。また、女性については看護師、
電話交換手、教員などが含まれている。 

 

２． 研究の進捗状況 

(1)既に多くの対象者からの聞き書きの録
音がされており、台湾社会が戦後どのように
変容してきたか、その実態が具体的に明らか
になりつつある。 

(2)今までの原稿を対象者に示し、公開につ
いて同意を承けて、成果を公開する段階には
いっており、オーラルヒストリー研究会が編
集・刊行を行っている「台湾口述歴史研究」
として順次刊行していく予定である。 

(3)今年度中に全体の成果を確認するため
のシンポジウムを計画している。 

 

３．現在までの達成度  

②おおむね順調に進展している 

(理由) 

研究の進捗状況(1)については既に研究論文
などによりその一部の成果を発表してきた
が、各担当分野において、計画通り多くの原
稿が蓄積されてきたものの、聞き書きの全文
をまとめる段階までに至っていなかったた

め、今後は、研究の進捗状況(2)の原稿そのも
のを公開する作業にはいる必要がある。すで
に、本科研の成果は「台湾口述歴史研究」と
して第四集まで刊行されているが、更に多く
の原稿を公開する予定である。 

 

４．今後の研究の推進方策  
今までの原稿を公開するとともに、このよう
な聞き書き研究の特徴、可能性について理論
的な整理をしていく。そのために成果を公開
するだけではなく、各担当者による報告と理
論化ためのシンポジウムを企画する予定で
ある。 
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